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デジタルコンテンツの利活用事例
～バチカン図書館のデジタル化～
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• イタリアのローマ北西部のテベレ川右岸、バチカンの丘の上にある、世界最小の国家
• 国土全域が「世界遺産」として登録されており、カトリック教の総本山としても有名

1.1(A) バチカン図書館プロジェクト概要
～The Field：Vatican City State～
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• 1448年に、ローマ教皇ニコラウス5世により設立された、世界最古の図書館のひとつ
• 美術館等他施設同様、非常に貴重な公開・未公開施設が存在

1.1(A) バチカン図書館プロジェクト概要
～The Client：the Vatican Library（ローマ教皇庁図書館） ～
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the Vatican Library

• 世界的にも貴重な110万冊を超える歴史的図書の重要なコレクションを所蔵されている
• 下記は、システィーノの間と呼ばれ、現在はリーディングルームに改装され、近々公開される
予定

• ミッションとして、設立以来貴重な書物の保存・保全・修復を役割とするとともに、それらを、
世界中の学者のために提供

1.1(A) バチカン図書館プロジェクト概要
～Vatican Library ＝BAV (Biblioteca Apostolica Vaticana) ～
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• BAV所有の所蔵品の中には、羊皮紙やパピルスに、古くは２世紀に書かれた、人
類の文化遺産ともいうべき、世界中から集められた貴重な「手書文献（マニュスク
リプト）」が、約８万点以上存在すると言われている

1.1(A) バチカン図書館プロジェクト概要
～Contents：Rare manuscripts ＝the heritage of humanity ～
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• 日本を含め、東洋のコンテンツも多数存在する

1.1(A) バチカン図書館プロジェクト概要
～ Contents related Japan ～
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• 羊皮紙やパピルスといった、皮や植物に書かれた手書き文献は、日々劣化が進み、
読めなくなることが懸念されており、文化遺産の損失という課題に直面しており、BAV
は、世界中の保全のためのあらゆる技術や長期保存の取組を模索

• BAVは、これらの課題を解決しつつ、子々孫々これらの遺産を残していくために、「長
期保存デジタル化プロジェクト」を開始。

• これをシステム的に実現するために、弊社のAMLADを活用と新しいワークフローを導
入することで、すべてのBAVが持つカタログのワンストップポータルとして提供する仕組
みを提案し実行している

1.1(A) バチカン図書館プロジェクト概要
～BAVの抱える問題：手書文献の劣化に伴う、解読不可・損失の危機～
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・

サービス提供

賛同

・15年間で、82,000冊の電子化
(4年間 3,000冊を1stフェーズとし契約）

・デジタルライブラリ
・クラウドファンディング

Ⅱ 電子図書館構築・事業PRⅠ 電子化保存:｢人類資産保全｣貢献

“Global IT Innovator”

System
Integration

Portal 

個人

企業・法人

研究者/機関等

©BIBLIOTECA APOSTOLICA VATICANA

NTTDATA Digital
Archive Solution

Digitization 

プロモーション
アーカイブ画像提供

(基金管理団体)

バチカン図書館

基金

1.1(A) バチカン図書館プロジェクト概要
～ 取組み概要～
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電子化
3台 4台 5台

保守・運用

5台

2014 2015 2016 2017

540 1,260 2,100 3,000

2018 2019 2020 2028

540 1,260 2,100 82,000

1st フェーズ（初期契約） 2nd フェーズ（年度毎に契約）

年度

電子化(冊)

契約分類

年度

スキャナ設置
(累計)

電子化作業

インフラ構築
(ストレージ等)

デジタルアーカイブ
システム構築

構築

保守・運用構築

Digital化作業

50台

Digital化作業

増設/更改/保守・運用

改修/更改/保守・運用

構築・運用

研究開発

システム
構築

次フェーズ
対応

・Backup center 
・R&D
（IT/Format/Scanner等）

検討・検証・構築

1.1(A) バチカン図書館プロジェクト概要
～電子化・システム構築計画～
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1.1(A) バチカン図書館プロジェクト概要
～電子化作業～

• バチカン図書館の電子化作業フローは下記３つのステップで実施する。

1. Digitization 2. Validation 3. Finalization 

・オペレータが、マニュスクリプ
トをスキャナで撮影する。通常、
見開きを１回で撮影し、２枚
の画像ファイルを作成。。
・180度開かない本について
は「クレードル」を用いて、１
ページ毎スキャンする。

・チュータが、出力された画像
ファイルの品質を確認する。
画像に不備があった場合、オ
ペレータに差し戻し、再撮影
する。

・スーパーチュータが、チュータ
が検証した画像を最終確認。
画像に不備があった場合、差
し戻し、再撮影する。全ての
画像がOKの場合、画像を保
存領域に移動する。（SW機
能で自動実施。）
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1.1(A) バチカン図書館プロジェクト概要
～電子化作業～

100MB/ページ

50 GB/冊
（500 ページ/冊）

2分/ページ

16時間/冊
（500 ページ/冊）

150 冊/年

7.5 TB/年
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目的 課題 背景 ソリューション

◆Sustainability
（事業継続性）

◆先進性・相互運
用性の実現

クラウド
ファンディング ビジネスモデル

• ボランティアベースのため、
計画的な電子化が進ま
ない

• メタデータの共有に加え、
イメージもオンラインで共
有できるようにしたい

解決策ですよ。 データの永続性

 図書館連携

課題１

課題２

課題４

課題３

 研究者の
利便性向上

FITS

グローバルスタンダー
ドへの対応（IIIF、
OAIS、各種メタデー
タ標準）
ワンストップのデジタル
ライブラリの提供

1.1(B) 課題およびソリューション

• 長期的に安定的に利用
できるオープンかつスタン
ダードで、メンテナンス性
の高いフォーマットが必要

• BAVに行かなくても、好
きな場所でマニュスクリプ
トの研究ができ、情報を
共有できるようにしたい
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・BAVの事業環境を踏まえ、専用基金設立によるサスティナブルなビジネスモデルを
提案・構築

ボランティアベース
(活動が限定的・進捗停滞)

Volunteer

有志企業ボランティア
による活動で実施

事業化ベース
(大規模･継続性担保）

Business

プロジェクト専用基金
設立を提案

大規模かつ、計画的・継続的に実施ボランティアのため活動が限定的

1.1(B) 課題およびソリューション
～クラウドファンディング～
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・システムとして、クラウドファンディングの機能を提供するとともに、支援者に対するリター
ン・メリットについても提案・実施

1.1(B) 課題およびソリューション
～クラウドファンディング～
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1.1(B) 課題およびソリューション
～クラウドファンディング～

・支援者に対するインセンティブ
500ユーロ以上のご寄付を下さった方へのお礼として「バチカン版ウェルギリウス」の1
ページの限定複製ギフトを贈呈。バチカン館長とDigitaVaticanaの代表であるブル
ガリ夫人の署名が入った証明書も添付。
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長期保存に資するさまざまな保存フォーマットを比較検討した結果、次の要件を満たす、FITS
（Flexible Image Transport System）という画像フォーマットを採用した。 FITSは、
IAU(International Astronomical Union = 国際天文連合)でフォーマット規約が継続
的に管理されており、また仕様もオープンに公開されている。

＜FITSの特徴＞
• オープンな仕様であること
• 標準化のプロセスが存在すること
• 非圧縮もしくは可逆圧縮であること
• 一般的に普及していること

1.1(B) 課題およびソリューション
～ データの永続性：FITS～
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1.1(B) 課題およびソリューション
～ データの永続性：FITS～

TIFF FITS

Architecture 32bit 64bit

Max File size 4GB Unlimited

3D Visualization None Yes

Format Proprietary Open Source

Updated 1998 6 monthly
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1.1(B) 課題およびソリューション
～ デジタルライブラリ：先進性と研究環境の提供～

長期保存のフレームワークである、OAISをベースとし、IIIF、
DeepZoom、JPEG2000等のオープンかつ先進的、標準
的な技術、メタデータのスタンダード（DC、TEI、METS、
etc）を取り入れたデジタルライブラリを構築
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AIP

SIP

Users

3.ARCHIVAL STORAGE

Other 
Institute
/Repository

4.ACCESS1.INGEST 2.DATA MANAGEMENT

6.ADMINISATRATION

A
d

m
in

is
tr

a
ti

v
e
 G

U
I

G
U

I
 f

o
r 

th
e
 P

u
b

li
c

DIP

5.PRESERVATION PLANNINIG

AIP

Descriptive 
Info.

大規模コンテン
ツ/データ（構
造化・非構造
化含む）を蓄
積するための収
集登録技術

大規模コンテンツ/データ
の中から対象のデータを効
率的に探し出すための検
索技術と効率的に扱うた
めの情報資源の組織化技
術（メタデータ技術）

長期保存、大規模
データを扱うためのス
ケーラブルなストレー
ジに関する技術

デジタル化資料
の変換や閲覧に
関するハンドリン
グを行う提供技
術

Descriptive 
Info.

・デジタルアーカイブ技術は、OAISをベースとした主に6つの機能要素・要素技術か
ら構成され、OSSを効率的に組み合わせることでアーキテクチャを構成

1.1(B) 課題およびソリューション
～ デジタルライブラリ：先進性と研究環境の提供～

http://crawler.archive.org/
http://crawler.archive.org/
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1.1(B) 課題およびソリューション
～ デジタルライブラリ：先進性と研究環境の提供～

クライアントPC
AMLAD画像配信サーバ

AMLADビューア

IIIF対応

画像配信サーバ

クライアントPC

IIIF対応ビューア

II
IF

 A
P
I

II
IF

 A
P
I

II
IF

 A
P
I

II
IF

 A
P
I

II
IF

 A
P
I

II
IF

 A
P
I

A  M  L  A  D
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1.1(B) 課題およびソリューション
～ デジタルライブラリ：先進性と研究環境の提供～

クライアントPCA M L A D サーバ

ウェブ
ブラウザ

APサーバ
画像配信

サーバ
(Fast CGI)

画像配信
サーバ
(java)

Postgre DB

技術メタデータ、構造
データ、記述メタデータ

1. AMLADビューア要求

AMLADビューア返却

書誌マニフェスト・トークン返却

2. 書誌マニフェスト要求

アノテーションリスト返却

3. アノテーションリスト要求

5. 閲覧用主画像要求

閲覧用主画像返却

4. 画像情報要求

画像情報返却

5’. サムネイル画像要求

5’’. スクロール閲覧用画像要求

スクロール閲覧用画像返却

サムネイル画像返却

画像表示用
情報取得

原画像から配信
用タイル抽出／
ウォーターマーク
焼き付け

ファイルシステム

事前生成画
像取得／

原画像を配信
用にリサイズ

ト
ー
ク
ン
チ
ェ
ッ
ク

(セ
ッ
シ
ョ
ン
内
権
限
確
認

)

I
m

a
g

e
 A

P
I
 2

.1

アクセス
権限確認／
トークン生成

書誌マニフェ
スト取得

画像メタデー
タ及び構造
情報取得

ビューア提供

P
re

s
e
n
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o
n

 A
P

I
 2

.1

権限情報／書誌マニフェスト

A
M
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D
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サーバ
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1.2(A) スペイン王室事例

スペイン王室歴史アーカイブ
(The Inventory of Artistic 

and Historical Assets)

修復物アーカイブ
(Restoration)

スペイン王室写真アーカイブ
(Photographic Archives of 

the Royal Palace)

スペイン王室図書館
(Royal Libraries)

・スペイン王室等が管理する希少かつ歴史的なコレクションを、AMLADでアーカイブ

 スペイン王宮を含む11の建造物、10の修道院を管理する国家機関
 約154,000点の絵画、彫刻、タペストリー、ジュエリー、図書等を保有

等

・約298万ファイル(42.2TB)を長期保存
・将来的に外部ユーザへの公開を検討
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1.2(B) 上智大学事例



25Copyright © 2016 NTT DATA Corporation

1.2(B) 上智大学事例
~ 翻刻（アノテーション）機能 ~
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2. 日本のデジタルアーカイブについて

• 日本のアーカイブがさらに世界で流通・利活用されるためには、、、

• メタデータ・フォーマット等を問わず国際標準への積極的な対応

• 欧米で先行しているOAIS参照モデルへの対応

• IIIF等をはじめとした連携のための技術標準への対応

• 多言語化対応

• メタデータの充実および多言語での提供

• 国として各アーカイブ機関を取りまとめる統合ポータルを構築することはとても有意義な

取り組みと考えております。Europeanaのように様々な機関が参画しやすくするために

は、各アーカイブ機関側が統合ポータルと連携する際、既存アーカイブシステムの改修

費用負担が大きくならないことへの考慮は必要かと考えます。例えば、DAシステムの構

築ガイドライン（標準的なAPI実装方法等含む）を策定し、検討や実装の負担を減

らす工夫が必要かと思います。
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2. 日本のデジタルアーカイブについて

• 現状ではデジタルアーカイブに積極的に取り組まれている公的機関が中心となって検討

が進められていますが、ナショナルアーカイブ推進を加速化し、欧米にも引けを取らないデ

ジタルアーカイブを目指し、より多くの参加機関を増やしていくためには法制度化やガイド

ラインの充実等、国策としてデジタルアーカイブを盛り上げて頂くことを期待しております。

• 検討が進められておりますデジタルコンテンツの活用側の視点もデジタルアーカイブを盛り

上げるということにおいて非常に重要な要素かと思いますので、国の統合ポータルの取り

組みを通じてDAが日本の社会に根付き、国民にとっても有益なものとなるよう活用側の

アイデア等の検討には民間企業等の知恵や先進的な技術（VRやAI等）も積極的に

取り入れながら検討を進めて頂き、DA分野が益々発展拡大していくような国策になる

よう期待しています。
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